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紅葉シーズン混雑が予想されます
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　9月30日より所々片側交互通行ではありますが九酔渓が開通し
ました。
　今年7月の豪雨により道路が崩れ、2か月間の通行止めとなりま
したが、やっとの復旧ということで今後利用される方が多くなること
が予想されます。更に紅葉シーズンが近づくと、観光客の増加に
よる混雑も警戒しなければばりません。海外からの旅行客が運転
するレンタカーが、予想もできないような動きをする場合もありま
す。通常の混雑に加え、事故などが発生したら身動きが取れない
ような状況もあり得ます。少しでも時間に余裕があれば、気分転換
を兼ねて混雑しないルートを通ると良いかもしれません。
　もしかしたら、いつもと違う景色を見ることで新たな九重町の魅
力を発見できるかもしれないですね。

皆さんも一緒に脳をいきいき状態にしてみませんか？

　飯田公民館では月に一度、高齢者の認知症予防や健康維持を目的とした脳いきいき広場を
開催しています。ちょっとした問題を解いたり、間違い探しをしたりと難しいことはしません。みん
なで集まって話をしながら、いつもと違う脳を使って脳をいきいき状態にしましょう！！
　入会手続きや費用などは一切必要ありません。毎月第3月曜日の午後2時半から4時まで飯田
公民館で行っています。気になる方や参加してみたい方は、飯田公民館にお問い合わせくださ
い。いつでもお待ちしております。
※参加する前に必ず連絡だけお願いします。都合によりお休みする場合があります。

飯田地区まちづくり協議会 ・ 飯田公民館だより

（7月豪雨被災後の写真）



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 
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新型コロナ？ 風邪？ インフルエンザ？ ～インフルエンザ流行期を前に～ 
 
 新型コロナウイルスに感染すると、どんな症

状が現れるのでしょうか。国立国際医療研究セ

ンターの忽那賢志医師は、典型的な症状として

「発熱、咳、だるさ、食欲低下、息切れ、たん、

筋肉痛」を挙げるとともに、風邪やインフルエ

ンザの症状と比較して解説しています。 

 年中かかる風邪と冬に多いインフルエンザ。

どちらも発熱、咳、喉の痛み、鼻水などの症状

がありますが、新型コロナのように、症状が１

週間以上続くことは比較的まれ、といいます。 

 息切れの症状は風邪やインフルエンザでは

少ないので、新型コロナの可能性を疑うきっか

けになる、と。さらに若い世代に嗅覚や味覚の

異常を訴える人が多いですが、風邪や副鼻腔

炎、花粉症でも異常が起こる場合があります。

それらの症状が、発熱や咳などを伴う場合は、

新型コロナの可能性が高くなるとしています。 

 これは、あくまでも判断の目安です。体調に 

不安があれば、日頃から受診している医療機関 
 

などに早めに相談しましょう。 

新型コロナと風邪、インフルエンザとの症状の比較 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎：頻度高い、〇：よくある、△：ときどきある、×：稀 

（オーストラリア政府啓発資料より） 
 

 歴史マップ作り ～ 今年は「筌ノ口」  現在、古い写真や資料を探しています‼ 
 
 教育文化部会では 7月 1 日に第 1 回の部会を

開催し、今年度の計画を立てました。その中の

一つに「歴史マップ作り」があります。今年は

「筌ノ口」のマップ作りをしようと、８月２５

日の午後から、聞き取り調査を行いました。 

 故・小野喜美夫氏（筌ノ口）の資料『九重・

飯田高原百話集』には、「大正より昭和初期を見

ると、温泉・旅館・商店・小学校・営林署担当

区・電業所・駐在所・製材所・大工・鍛冶屋・

タクシー等があって村の中心街を形成した。

（中略）昭和３０年に近づくにつれ、バス便が

良くなり、行政機関の移転後は次第に賑わいが

消えて行った。」とあります。聞き取りの結果、

この賑わい当時の所在が随分とわかりました。 
 

 現在、イラスト風にマップを作ろうとしてい

るところですが、イメージが湧きません。 

当時の写真や資料などお持ちの方は、事務局

までお知らせください。 

 
〔地元の方々にお越しいただいての聞き取り調査〕 

 

《 年をとったと思ったのは、いつ？ 》 
 
 昭和の大女優・高峰秀子さんが養女を迎えた

のは、８０代半ばの時だった。 

「母ちゃんは、自分が年をとったと思ったの 

は、いつ？」 

「今日できることを明日に延ばした時。」と、

即答したという。高峰さんには、「己を律する 

心が、微動だにせず、存在し続けていた。」 
 

中国のことわざに「身体の老いは恐れない

が、心の老いが恐ろしい。」と。心の老いとは、

意欲や気力を失うこととも言えましょう。 

社会や生活状況の変化に直面した時こそ、

「自分はこう生きる」という哲学があるか否か

が問われてくる。      （新聞記事より抜粋） 

 さぁ、あなたは・・・・・。 
  




